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1. はじめに
若者の都会暮らしや高齢者の人口増加に伴い，高齢者
の 1人暮らしが多くなっている．1人暮らしでは，高齢
者は健康に支障をきたす症状が出ても，自分では気づき
にくい．健康悪化をそのまま放置すると，健康状態がさ
らに悪化し，高齢者は自立した 1人暮らしを断念せざる
をえない．そして，高齢者は介護が必要となり，家族に
大きな負担をかける．高齢者が要介護者になる前に，健
康悪化の原因を発見し，自立生活を支援することが必要
となっている．
本論文では，高齢者の自立生活を支援するために，行
動履歴に着目し，家族が健康悪化を見つける手法を提案
する．本手法では，行動履歴を生活，行動，動作の 3つ
の視点にわけることで，家族が健康悪化を見つける負担
を減らす．

2. 高齢者支援の現状
2.1 健康悪化の早期発見の必要性
近年の高齢者人口の増加 [1]に伴い，高齢者の 1人暮
らしが増加している．1人暮らしの高齢者は，自分の健
康悪化に気付きにくいため，それが原因となり日常生活
に支障をきたすこともある．また，日常生活での行動量
が低下することも健康悪化に繋がる．高齢者は，1度健
康が悪化すると元の自立生活に戻ることが難しく，介護
が必要となり，家族に大きな負担を与える．ゆえに，高
齢者の健康悪化を早期発見し，自立生活を維持すること
が大切である．
高齢者の健康悪化を発見するための研究には，赤外線
センサを用いて，センサ反応の有無や回数により独居高
齢者の異常を検知する研究 [2][3]がある．これらの研究
では，高齢者が転倒や発病などにより，身動きができな
い状態になれば，その状態を検出することができる．し
かし，これらの研究では健康が悪化した後でしか検出で
きず，健康悪化の予防には至らない．そこで，本研究で
は健康悪化の兆候の早期発見により，高齢者の健康悪化
を予防することを目的とし，高齢者の自立的な生活の維
持を助ける．

2.2 健康悪化予防のための行動履歴取得
我々は健康悪化の予防を目的として，物体接触情報や
歩行情報など，行動履歴を取得する研究をしている．物
体接触情報とは，高齢者が生活の中で触れた物体と物体
に触れていた時間である．また，歩行情報とは高齢者の
生活における歩幅，歩く速度，軌跡のことである．これ
らの行動履歴の取得にはRFIDタグ・リーダを用いてい
る．物体接触情報は，生活する中で触れるものにRFID
タグを貼り付け，高齢者が両手にRFIDリーダを装着す
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図 1: 手法の全体像

ることで取得する．また歩行情報は，生活する空間内の
床にRFIDタグを敷き詰め，高齢者が両足にRFIDリー
ダを装着することで取得する．本研究では，これらの研
究により得られた，物体接触情報や歩行情報などの履歴
を行動履歴として用いる．

3. 行動履歴を用いた健康悪化の発見
3.1 行動履歴間の比較による健康悪化の早期発見
本論文では，高齢者の行動履歴を用いて，健康悪化の

原因を見つける手法を提案する．図 1に本手法の全体的
な流れを示す．まず，高齢者の日常生活におけるデータ
を取得し，行動履歴として保存する．行動履歴から，最
近の生活と過去の生活を比較できるグラフを作成する．
本手法により作成した最近と過去のグラフを，高齢者の
家族が見比べることにより，家族は高齢者の健康悪化の
原因を発見できる．高齢者の健康悪化の原因を発見でき
れば，家族は高齢者の健康悪化に対して早い段階で対処
できる．すなわち，健康悪化の原因を早期発見すること
で，高齢者は健康を維持することができる．

3.2 健康悪化の原因と生活の関係
本研究では，健康悪化の原因の捉え方を，生活，行動，

動作の 3つの視点から考える．生活とは，料理や掃除な
どの複数の行動からできているものとする．行動とは，
歩くことや運ぶことなどの動作を組み合わせたものとす
る．本研究では，健康悪化が大きく見られる順に，動作，
行動，生活とする．
図 2に，生活，行動，動作を区別した，健康悪化の原

因が影響を及ぼす具体例を示す．はじめに，ある高齢者
が足の痛みをもつとする．足の痛みは，歩くという動作
に影響を与える．そして，歩くことがつらくなると，洗
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図 2: 健康悪化が影響する具体例

図 3: 原因－影響グラフから原因特定グラフの作成

濯物を運ぶことや新聞を取りに行くことのような行動に
も影響がでる．最後に，これらの行動に悪化が見られる
と，複数の行動からできている生活も悪化する．

3.3 利用者による健康悪化の発見
本手法では，健康悪化の原因から動作，行動，生活ま
でを 1つにまとめたものを原因－影響グラフと呼ぶ．図
3の左側に原因－影響グラフを示す．原因－影響グラフ
では，1つの原因から複数の行動へと矢印が引かれてい
る．これは，健康悪化の原因がただ 1つの動作に影響す
るものではなく，複数の動作に影響するためである．動
作から行動へ引かれた複数の矢印も同様に，1つの動作
は 1つ以上の行動に影響することを表す．また，複数の
原因－影響グラフを，動作と行動において共通するもの
でまとめたものを原因特定グラフと呼ぶ．図 3の右側に
原因特定グラフを示す．
本手法の利用者は，はじめに，原因特定グラフの最上
位である生活を見る．この原因特定グラフの生活から高
齢者に健康悪化の原因があるかないかを，生活における
過去の行動履歴と，最近の行動履歴の 2種類のグラフを

比較することで判断する．原因特定グラフの生活の行動
履歴が最近と過去で異なり，利用者が健康悪化と判断す
れば，グラフを下位の行動へとたどる．行動においても，
行動履歴を比較し健康悪化の原因が現れている動作へと
たどる．原因特定グラフでたどってきた動作から，高齢
者の健康悪化の原因を特定する．つまり，利用者は原因
特定グラフを最後までたどることで，健康悪化の原因を
発見できる．また，健康悪化の原因がない場合，利用者
は原因特定グラフの生活だけを見れば，健康悪化がない
ことがわかる．
生活の視点では，健康悪化の原因が行動に存在するか

どうかだけを判断し，健康悪化の原因は特定しない．行
動の視点では，健康悪化がどの動作に影響を与えるのか
を判断する．そして動作の視点で，健康悪化の原因を特
定する．

4. 健康悪化の原因から生活への過程の同定
原因－影響グラフは原因から動作，行動，生活の順序

で作成される．健康悪化の原因は，足や腕や腰の痛みな
どの身体に現れる．このことから，健康悪化の原因が影
響する動作を 1 つ以上予測し，さらに予測した動作か
ら健康悪化の原因が影響する行動を 1つ以上予測し，原
因－影響グラフを作成する．
実際に健康悪化の原因が影響すると考えられる動作と，

行動を実データより抽出する．健康悪化の原因が大きく
影響する動作と行動を抽出するために，物体接触情報や
歩行情報などの行動履歴を取得する．まず健康である生
活の行動履歴を取得し，次に健康悪化である生活として
被験者に重りを装着してもらいながら生活の行動履歴を
取得する．このように健康である状態と，健康が悪化し
たときの状態とで収集された行動履歴を比較することで，
原因－影響グラフを生成する．

5. おわりに
本論文では，高齢者の行動履歴に着目して，家族が高

齢者の健康悪化を早期発見する手法を提案した．本シス
テムを用いることで，高齢者の健康悪化を早期に発見し，
家族が高齢者に適切なアドバイスをすることによって高
齢者の自立生活を維持できる．今後は，本手法の有用性
を示すために，実装と評価を行なう予定である．
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